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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（１）で表されるシロキサン構造を有するポリシロキサン化合物（Ａ）および／
または下記式（２）で表されるシロキサン構造を有するポリシロキサン化合物（Ｂ）と有
機溶剤とを含有することを特徴とするプライマー組成物。
【化１】

　式中、Ｘは末端にシリル基を有してもよいポリイソブチレンであり、Ｙは末端にシリル
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基を有してもよい炭素数１～１８のアルキル基である。また、Ｚは加水分解性基である。
ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅは整数であり、ａ／ａ＋ｂ＝０．０１～０．９、ｂ／ａ＋ｂ＝０．０
１～０．７、ｃ／ｃ＋ｄ＋ｅ＝０．０１～０．７、ｄ／ｃ＋ｄ＋ｅ＝０～０．９、および
ｅ／ｃ＋ｄ＋ｅ＝０～０．９である。
【請求項２】
　前記プライマー組成物が、さらに末端にシリル基を有するポリイソブチレン化合物を含
有する請求項１に記載のプライマー組成物。
【請求項３】
　前記プライマー組成物が、さらにシランカップリング剤を含有する請求項１または２に
記載のプライマー組成物。
【請求項４】
　前記プライマー組成物が、さらにシラノール縮合触媒を含有する請求項１～３のいずれ
かに記載のプライマー組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、種々の表面形態の異なる各種被着体にも幅広く適用することができる、耐候性
、耐熱性、耐水性に優れたプライマー組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
基本的に飽和炭化水素を骨格とし、反応性の官能基を有するポリイソブチレン等の有機重
合体は、その優れた耐候性、耐熱性、耐水性により、シーリング材、コーティング剤、密
封剤等に好適に用いられる。
【０００３】
しかし、その飽和炭化水素系重合体は非極性ゆえに接着性に問題があり、プライマーの使
用が必須である。
プライマーとしては、特開平１１－２０９７０１号公報、特開平１１－２０９７０２号公
報で提案されるバインダー成分として飽和炭化水素系重合体を用いる方法や、特開平４－
２５２２８３号公報にはエポキシ樹脂を用いる方法、特公平１－３０６４８４号公報には
シリカ等の添加物を用いる方法が開示されている。
【０００４】
また、特公平６－６６８０号公報には、シリコーン類に対する接着性の向上等を狙い、反
応性シリコーン樹脂と特定のアミノ基含有アルコキシシランとを含有するプライマーが提
案されている。また特開平９－９５６５６号公報には、アクリル電着塗料やフッ素樹脂塗
料による塗膜表面に対する接着性の向上を狙い、特定のケイ素化合物を含有するプライマ
ーが提案されているが、種々の表面形態を有する各種の被着体のすべてに包括的に適用し
うるプライマーはこれまでに例がない。
【０００５】
一方で、樹脂組成物としてのシリコーンの有する耐熱性、耐酸化安定性、耐候性、接着性
等の優れた諸性質を有効に活用するため、グリコール系、アクリル系、スチレン等のビニ
ル系ポリマー成分をグラフト重合して種々の特性を付与する試みがなされている。
【０００６】
例えば、特開平１０－３６４６０号公報には、シリコーンに、エチレン性不飽和結合を有
する単量体をグラフト重合した発明が開示されており、特開平９－２７９０３１号公報に
は、ケイ素原子結合水素原子含有シリコーンにオキシアルキレン基含有有機化合物をグラ
フト重合する方法が開示される。また、特開平７－１８０３６号公報には、ヨウ素含有シ
リコーン重合体に、ラジカル重合可能な単量体をグラフト重合するシリコーングラフト共
重合体が開示される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
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本発明の目的は、種々の異なる表面形態をもつ各種の被着体すべてに対して良好な接着性
を有し、かつ均一な塗膜を形成しうるプライマーであり、さらに、耐候性、耐熱性、耐水
性に優れた非極性の飽和炭化水素系有機重合体を主剤とする硬化組成物に対しても良好な
接着性を有するプライマー組成物を提供することにある。
【０００８】
本発明者等は、上記のような優れた特性を有するシリコーンにグラフト重合により種々の
特性を付与できるグラフト共重合体をプライマーとして応用し、適用性の高いプライマー
組成物を得るために鋭意研究を行った結果、シリコーンにポリイソブチレンを付加したシ
リコーングラフト共重合体が、プライマーの主剤として優れた性質を有することを見出し
、本発明を完成した。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明は、加水分解性シリル基、ポリイソブチレン構造およびシロキサン結合
を有する、重合度２０以上のポリマーと有機溶剤とを含有することを特徴とするプライマ
ー組成物を提供する。
また、下記式（１）で表されるシロキサン構造を有するポリシロキサン化合物（Ａ）およ
び／または下記式（２）で表されるシロキサン構造を有するポリシロキサン化合物（Ｂ）
と有機溶剤とを含有することを特徴とするプライマー組成物を提供する。
【００１０】
【化２】

【００１１】
式中、Ｘは、末端にシリル基を有してもよいポリイソブチレンであり、Ｙは、末端にシリ
ル基を有してもよい炭素数１～１８のアルキル基である。また、Ｚは、加水分解性基であ
る。
ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅは整数であり、
ａ／ａ＋ｂ＝０．０１～０．９、ｂ／ａ＋ｂ＝０．０１～０．７、
ｃ／ｃ＋ｄ＋ｅ＝０．０１～０．７、ｄ／ｃ＋ｄ＋ｅ＝０．０１～０．９、およびｅ／ｃ
＋ｄ＋ｅ＝０．０１～０．９であり、ｄとｅはそれぞれ独立に０であってもよい。
【００１２】
また、本発明は前記プライマー組成物が、さらに末端にシリル基を有するポリイソブチレ
ン化合物を含有するプライマー組成物を提供する。
また、本発明は前記プライマー組成物が、さらにシラノール縮合触媒および／またはシラ
ンカップリング剤を含有するプライマー組成物を提供する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の詳細について説明する。
本発明のプライマー組成物は、加水分解性シリル基、ポリイソブチレン構造およびシロキ
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サン結合を有する、重合度２０以上のポリマーと有機溶剤とを含有する。ポリマーは１種
でも２種以上であってもよい。
上記加水分解性シリル基またはポリイソブチレン構造は、ポリシロキサン化合物の側鎖に
有しているのでもよいし、該ポリシロキサン化合物がこれらをいずれも有していない場合
は、これらのうちいずれか、または両者を含有する化合物を添加してプライマー組成物中
で両者を混在させるのでもよい。
【００１４】
加水分解性シリル基またはポリイソブチレン構造をポリシロキサン化合物の側鎖に有する
場合は、これらの両者を同時に有するポリシロキサン化合物を用いることができる。この
場合、該ポリシロキサン化合物の重合度は２０以上である。また、どちらか一方を側鎖に
有するポリシロキサン化合物のそれぞれを組成物中に含有させるのでもよい。この場合は
、それぞれのポリシロキサン化合物の重合度は合計で２０以上となる。
また、どちらか一方を側鎖に有し、重合度が２０以上であるポリシロキサン化合物と、加
水分解性シリル基または／およびポリイソブチレン構造を有する化合物とを含有させるこ
とにより、組成物中で両者が混在するのでもよい。
【００１５】
１．ポリシロキサン化合物
ポリシロキサン化合物は、好ましくは、下記式（１）で表されるシロキサン構造を有する
ポリシロキサン化合物（Ａ）か、下記式（２）で表されるシロキサン構造を有するポリシ
ロキサン化合物（Ｂ）か、またはその両方を含有する。
【００１６】
【化３】

【００１７】
ポリシロキサン化合物（Ａ）
ポリシロキサン化合物（Ａ）は、上記式（１）で表される構造を有するが、式（１）中、
Ｘは、ポリイソブチレンであり、末端にシリル基を有してもよい。
シリル基としては、下記式（３）に示される基であることが好ましい。
【００１８】
【化４】

【００１９】
式（３）中、Ｒは同一でも異なっていてもよく、加水分解性基またはアルキル基を表すが
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、これらのうち少なくとも１つは加水分解性基である。
加水分解性基としては、具体的には、水素原子、アルコキシ基、アシルオキシ基、ケトキ
シメート基、アミノ基、アミド基、アミノオキシ基、メルカプト基、アルケニルオキシ基
等が好適に例示される。
中でも、加水分解性が温和で取扱いが容易な点でアルコキシ基が好ましく、特に、メトキ
シ基、エトキシ基が好ましい。
また、アルキル基としては炭素数１～１８のものが好ましく、特にメチル基、エチル基が
好ましい。
【００２０】
従って、Ｘとしては、末端にトリメトキシシラン、トリエトキシシラン、メチルジメトキ
シシランを有してもよい、数平均分子量３００～３０，０００の１価のポリイソブチレン
が好適である。
【００２１】
分子中の各シロキサン構造の配列は特に限定されず、シロキサン構造の重合度は２０以上
である。また、これらは以下に示す組成比で含まれる。すなわち、
式中のａおよびｂは整数であり、好ましくは、ａは１～２００、ｂは１～２００、より好
ましくは、ａは１～５０、ｂは１～５０であり、ａ／ａ＋ｂ＝０．０１～０．９、ｂ／ａ
＋ｂ＝０．０１～０．７の範囲内にある。この範囲内であれば、プライマーとして用いる
本発明の組成物の相溶性が良好で、ポリイソブチレンの有する粘着性、耐老化性、耐オゾ
ン性、気体不透過性、耐熱性等の種々の優れた特性を十分に付与することができる。
【００２２】
ポリシロキサン化合物（Ｂ）
ポリシロキサン化合物（Ｂ）は、上記式（２）で表される構造を有するが、式（２）中の
Ｘは、上述の式（１）中におけるＸと同義である。
Ｙは、末端にシリル基を有してもよい炭素数１～１８のアルキル基である。
シリル基としては、上記式（３）で示される化合物であることが好ましい。Ｙが上記式（
３）で示されるような加水分解性基含有シリル基を有すると、ポリシロキサン化合物（Ｂ
）を含有する本発明のプライマー組成物の、被着体に対する接着性が向上するからである
。
Ｙとしては、具体的には、１価のトリメトキシエチルシランまたは１価のトリエトキシエ
チルシランが好適に例示される。
【００２３】
Ｚは加水分解性基である。ポリシロキサン化合物（Ｂ）を含有する本発明のプライマー組
成物は、Ｚを側鎖に有することにより被着体に対する接着性が向上する。
加水分解性基としては、特に限定されないが、具体的には、水素原子、アルコキシ基、ア
シルオキシ基、ケトキシメート基、アミノ基、アミド基、アミノオキシ基、メルカプト基
、アルケニルオキシ基等が好適に例示される。特に、アルコキシ基が加水分解性が温和で
、取扱いが容易な点から好ましい。
アルコキシ基としては、炭素数１～３のものが好ましく、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－
プロピルオキシ基、イソプロピルオキシ基が挙げられる。
【００２４】
また、１価のエチレングリコールモノメチルエーテル、１価のジエチレングリコールモノ
メチルエーテル等の水酸基を有するエーテル化合物を例示することもでき、特に、１価の
エチレングリコールモノメチルエーテルが好適である。
【００２５】
ポリシロキサン化合物（Ｂ）においても、分子中の各シロキサン構造の配列は特に限定さ
れず、シロキサン構造の重合度は２０以上である。また、これらは以下の組成比で含まれ
る。すなわち、
式中のｃ、ｄ、ｅは整数であり、好ましくは、ｃは１～２００、ｄは０～２００、ｅは０
～２００、より好ましくはｃは１～５０、ｄは０～１００、ｅは０～１００であり、これ



(6) JP 4204723 B2 2009.1.7

10

らは、ｃ／ｃ＋ｄ＋ｅ＝０．０１～０．７、ｄ／ｃ＋ｄ＋ｅ＝０．０１～０．９、ｅ／ｃ
＋ｄ＋ｅ＝０．０１～０．９の範囲内にあり、ｄとｅはそれぞれ独立に０であってもよい
。この範囲内であれば、プライマーとして前述のような優れた硬化物が得られ、さらに耐
温水性も向上する。
【００２６】
上記ポリシロキサン化合物は、１種単独でも２種以上を併用してもよいが、数平均分子量
としては、５００～１００，０００程度であるのが好ましく、特に、１, ０００～３０，
０００程度の液状ないし流動性を有するものが好ましい。
【００２７】
ポリシロキサン化合物としては下記構造の化合物が好適に例示される。
【００２８】
【化５】
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【００２９】
本発明の組成物は、ポリシロキサン化合物（Ａ）および（Ｂ）を併用してもよく、この際
には、（Ａ）：（Ｂ）の比率は、０．１：１０～１０：０．１であるのが好ましく、両者
が均一に分散し、溶剤中で分離しない状態であることが好ましい。
【００３０】
ポリシロキサン化合物（Ａ）および（Ｂ）は、例えば、Ｓｉ－Ｈ基を有するポリシロキサ
ンに、塩化白金酸等の遷移金属触媒下において、対応するアルコールまたは分子内に少な
くとも１つのアルケニル基を有するポリイソブチレンやアルキル基を反応させて合成する
ことができる。
【００３１】
本発明のプライマー組成物は、耐熱性、耐酸化安定性、耐候性、接着性に優れかつ化学的
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に不活性であるといった他の材料にはない優位性を有するポリシロキサンに、さらにポリ
イソブチレンをグラフト重合するポリシロキサン化合物を含有することにより、飽和炭化
水素系重合体を含んだ硬化組成物に対する相溶性が向上するだけでなく、ポリイソブチレ
ンの有する粘着性、耐老化性、耐オゾン性、気体不透過性、耐熱性等の種々の優れた特性
を付与することができ、プライマーとして好適に用いることができる。特に、このような
粘着性の高いプライマーは、例えば、モルタル等の多孔質な表面形態を有する被着体に対
しても有効に機能することができ、適用性が高い。
また、官能基として、加水分解性基含有シリル基および加水分解性基を有するポリシロキ
サン化合物を用いる場合には、被着体に対する接着性がさらに向上しプライマーとしてよ
り好適なものとなる。
【００３２】
２．有機溶剤
本発明のプライマー組成物は、上記ポリシロキサン化合物を均一に分散させるため有機溶
剤を含有する。有機溶剤としては、上記ポリシロキサン化合物が易溶する有機溶剤であっ
て、ポリシロキサン化合物に対して不活性なものであれば特に限定されない。
【００３３】
具体的には、ベンゼン、キシレン、トルエン等の芳香族炭化水素、ｎ－ヘキサン等の脂肪
族炭化水素、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン等のケトン類、酢
酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル等のエステル類、ジエチルエーテル、テトラヒドロフ
ラン、ジオキサン等のエーテル類、ジクロロメタン、クロロホルム、１，２－ジクロロエ
タン等のハロゲン化炭化水素類、フェノール、ｐ－クレゾール等のフェノール類等が挙げ
られる。これらは１種単独でも２種以上を併用してもよいが、適度な揮発性を有するｎ－
ヘキサン、キシレン、トルエン、またはｎ－ヘキサンとその他の溶剤との混合溶液を用い
ることが好ましい。
【００３４】
上述の各成分の配合量は、上記ポリマーまたはポリシロキサン化合物を合計で１０重量部
に対し、有機溶剤を３０～５００重量部の範囲内の量が適当である。この範囲内であれば
組成物が相溶し、十分に均一に分散することができる。また濃度的にも適当なものとなる
。
【００３５】
３．末端にシリル基を有するポリイソブチレン化合物
本発明のプライマー組成物は、必要に応じて、末端にシリル基を有するポリイソブチレン
化合物を含んでもよい。
上記ポリイソブチレン化合物を適当量含有することにより、ポリシロキサン化合物の側鎖
である１価のポリイソブチレン基（Ｘ）の含有量が不足する場合に、ポリシロキサンの有
する粘着性または硬化組成物に対する相溶性付与の効果を補うことができ、配合の選択肢
が増えるのでプライマーの調整が容易となる。
【００３６】
上記ポリイソブチレン化合物は末端にシリル基を有しており、該シリル基は上記式（３）
で示される化合物であることが好ましい。
上記ポリイソブチレン化合物の数平均分子量は、３００～３０，０００のポリイソブチレ
ンであることが、溶解性、粘着性の点で好ましい。
具体的には、鐘淵化学工業（株）製ＥＰＩＯＮ（Ｅ１００Ｓ、Ｅ１０３Ｓ、Ｅ３０３Ｓ、
Ｅ５０５Ｓ）（商品名）が挙げられる。
【００３７】
上記ポリイソブチレン化合物の配合量としては、上記ポリマーまたはポリシロキサン化合
物を合計で１０重量部に対し、ポリイソブチレンが０．１～２０重量部の範囲内となるよ
うに配合するのが適当である。０．１重量部以下であれば十分な粘着力が得られず、２０
重量部を超えると均一な塗膜が形成されない。
【００３８】
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４．シランカップリング剤
本発明のプライマー組成物は、上述の各成分のほかに、必要に応じてさらにシランカップ
リング剤を含有することにより種々の被着体との接着性が向上する。本発明で用いるシラ
ンカップリング剤としては、例えば、γ－（２－アミノエチル）アミノプロピルトリメト
キシシラン、γ－（２－アミノエチル）アミノプロピルメチルジメトキシシラン、アミノ
シラン、γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルト
リメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、メチルトリメトキシシ
ラン、メチルトリエトキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、γ－クロロプロピルト
リメトキシシラン、ヘキサメチルジシラザン、γ－アニリノプロピルトリメトキシシラン
、ビニルトリメトキシシラン、γ－クロロプロピルメチルジメトキシシラン、メチルトリ
クロロシラン、ジメチルジクロロシラン、トリメチルクロロシラン等が挙げられる。
特に、アミノシラン、エポキシシランまたは両者の反応物は、湿潤面への接着性を向上さ
せる効果に優れ、更に汎用であることから好適に用いられる。これらは１種単独で、ある
いは２種以上を併用してもよい。
【００３９】
シランカップリング剤の配合量としては、上記ポリマーまたはポリシロキサン化合物を合
計で１０重量部に対して０．１～２０重量部の範囲内が適当である。この範囲内であれば
、湿潤面への接着性に関しシーリング材の破壊率も高い。
【００４０】
５．シラノール縮合触媒
本発明のプライマー組成物は、さらにシラノール縮合触媒を含有することができる。本発
明においてシラノール縮合触媒は、特に上記シランカップリング剤の触媒として機能させ
ることを目的として添加されるが、ポリシロキサン化合物が側鎖に加水分解性基を有する
シリル基を含有する場合には、その触媒としても機能することができ、架橋反応が促進さ
れる。
【００４１】
シラノール縮合触媒としては、本発明の目的を損なわない範囲であれば従来公知のものを
用いることができる。例えば、オクチル酸錫、ステアリン酸錫、ナフテン酸鉄、オクチル
酸錫等の有機カルボン酸の金属塩、ジ－ｎ－ブチル錫－ジ－ラウレート、ジ－ｎ－ブチル
錫－ジ－ラウレート等の４価の有機錫、ラウリルアミン、エタノールアミン等のアミン、
アルキルチタン酸塩等が挙げられ、これらは１種単独または２種以上を併用してもよい。
特に、貯蔵安定性、硬化性の点で有機錫、有機チタネートが好ましい。
【００４２】
シラノール縮合触媒の配合量は、加水分解性シリル基を有するポリシロキサン化合物およ
びシランカップリング剤を合計で１０重量部に対して、シラノール縮合触媒を０．０１～
１０重量部の範囲内で配合するのが適当である。
【００４３】
本発明のプライマー組成物は、本発明の目的を損なわない範囲で、上述の成分のほかにも
、防錆剤、可塑剤、充填剤、増粘剤、酸化防止剤、無機顔料、有機顔料、紫外線吸収剤、
吸水剤、揺変剤等の成分を配合してもよい。
【００４４】
防錆剤としては、各種防錆顔料、ジンクホスフェート、タンニン酸誘導体、リン酸エステ
ル、塩基性スルホン酸塩等が挙げられる。
可塑剤としては、フタル酸エステル、アジピン酸エステル、セバシン酸エステル、リン酸
トリクレジル等が挙げられる。
充填剤としては、炭酸カルシウム、カーボンブラック、ガラス粉末、クレー、粉末シリカ
ゲル、極微粉状ケイ酸、モレキュラーシーブス等が挙げられる。
【００４５】
本発明のプライマー組成物の製造方法としては特に限定されないが、例えば、反応容器に
、ポリシロキサン化合物、有機溶剤、必要に応じて、末端にシリル基を有するポリイソブ
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加して、ボールミル等の混合装置を用いて十分に混練し、均一に分散させて組成物とする
。
【００４６】
このようにして得られたプライマー組成物は、ポリイソブチレンの特性である粘着性が高
く、各種の異なる表面形態をもつ被着体に対する密着性に優れる。
また、得られた硬化物は、ポリイソブチレンおよびシリコーンの有する優れた諸性質を併
せもち、耐熱性、耐酸化安定性、耐候性、耐老化性、耐温水性、耐湿性、電気特性に優れ
る。
【００４７】
このような特性を有する本発明のプライマー組成物は、種々の表面形態を有する被着体と
シーリング材とを接着するプライマーとして好適である。
シーリング材としては、飽和炭化水素系重合体を主剤とするもののほか、例えば、シリコ
ーン等の無機重合体を用いるものや、変性シリコーン系、ポリサルファイド系、ポリウレ
タン系、アクリルウレタン系等にも好適に用いることができる。
【００４８】
【実施例】
以下に実施例を挙げて本発明を説明するが、本発明はこれらに限定されない。（実施例１
～１５）
ポリシロキサン化合物、溶剤としてｎ－ヘキサンとキシレンとの混合溶液、末端にシリル
基を有するポリイソブチレン化合物（表中、ポリイソブチレン化合物と記す）、シラノー
ル縮合触媒、シランカップリング剤を表１に示す組成で配合し、均一に混練してプライマ
ー組成物を得た。
【００４９】
（比較例１、２）
ポリシロキサン化合物を含まないこと以外は、実施例と同様にしてプライマー組成物を得
た。
【００５０】
＜接着性試験＞
実施例、比較例で得られたプライマー組成物を、アルミニウム板、ガラス板、アクリル電
着銅板、フッ素焼付銅板、２液型シリコーン系シーラント、およびモルタル板に塗布し、
硬化後に表２に記載の組成で配合したシーリング材を６ｍｍの厚さで塗布し、以下の条件
で接着性を評価した。
【００５１】
▲１▼　初期接着性　２０℃、５５％ＲＨの条件下で１０日間放置後手により剥離した。
▲２▼　耐温水接着性　２０℃、５５％ＲＨの条件下で１０日間放置後、４０℃の水中に
７日間浸漬し、その後手により剥離した。
試験方法は、建築用シーリング材ハンドブック（日本シーリング材工業会編）記載の簡易
接着テスト法に準拠して行った。
判定の基準は、以下のとおりである。
○：シーリング材破断
△：薄層剥離
×：界面剥離
～：混在
を意味する。
結果を表１に示す。
【００５２】
【表１】
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【表２】
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【００５４】
【表３】



(13) JP 4204723 B2 2009.1.7

10

20

30

40
【００５５】
＜表１中の各成分＞
ポリシロキサン化合物１～４は下記構造の化合物である。
【００５６】
【化６】
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【００５７】
溶剤１：ｎ－ヘキサン（関東化学（株）製）
溶剤２：キシレン（関東化学（株）製）
ポリイソブチレン化合物：末端シラン変成ＰＩＢオリゴマー１００重量部に対しプロセス
オイル５０重量部を含んだ組成物、
ＥＰＩＯＮ　Ｅ１００Ｓ（鐘淵化学工業（株）製）
シラノール縮合触媒１：有機チタネート、ＴＰＴ－１００（日本曹達（株）製）
シラノール縮合触媒２：スズ化合物、ＳＣＡＴ# ２７（三共有機合成（株）製）
シランカップリング剤：アミノシラン、Ａ１１１０（日本ユニカー（株）製）
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シリコーンシーラント：２液型シリコーン系シーラント、
シリコーン７０（横浜ゴム（株）製）
【００５８】
【表４】

【００５９】
＜表２中の各成分＞
ポリイソブチレン化合物：末端シラン変成ＰＩＢオリゴマー１００重量部に対しプロセス
オイル５０重量部を含んだ組成物、
ＥＰＩＯＮ５０５Ｓ（鐘淵化学工業（株）製）
プロセスオイル：ＰＡＯ５００４（出光石油化学（株）製）
脂肪酸処理炭酸カルシウム：シーレッツ２００（丸尾カルシウム（株）製）
重質炭酸カルシウム：スーパーＳ（丸尾カルシウム（株）製）
エポキシ樹脂：ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、
エピコート８２８（油化シェルエポキシ（株）製）
揺変剤：水添ひまし油系揺変剤、
ディスパロン# ３０５（楠本化成（株）製）
酸化防止剤１：チヌビン３２７（チバガイギー（株）製）
酸化防止剤２：サノールＬＳ７７０（チバガイギー（株）製）
酸化防止剤３：イルガノックス１０１０（チバガイギー（株）製）
ラウリルアミン：ファーミン２０Ｄ（花王（株）製）
スズ触媒：２価のスズ化合物、ネオスタンＵ－２８（日東化成（株）製）
【００６０】
表１から明らかなように、ポリシロキサン化合物を含有することにより、種々の被着体に
対する接着性が向上する。また、シラノール縮合触媒、シランカップリング剤を含有する
ことにより、２液型シリコーン系シーラント、およびモルタル等の被着体に対しても良好
な接着性を示すようになる。
【００６１】
【発明の効果】
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以上のように、本発明のプライマー組成物は、加水分解性シリル基、ポリイソブチレン構
造およびシロキサン結合を有することにより、特にバインダー成分の粘着性に優れ、異な
る表面形態をもつ各種の被着体に対する密着性が向上する。本発明のプライマー組成物は
、さらに、必要に応じてポリイソブチレン、シランカップリング剤、シラノール縮合触媒
を含有することにより被着体に対する密着性や硬化組成物との接着性をさらに向上させる
。
シーリング材がポリイソブチレン系の飽和炭化水素系重合体のプライマーとして用いれば
、得られた硬化物は、耐熱性、耐酸化安定性、耐候性、耐老化性、耐温水性、耐湿性、電
気特性に優れている。
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